
 

AADDAASS（（先先進進運運転転支支援援シシスステテムム））やや安安全全技技術術開開発発にに最最適適  
  

モモビビリリテティィ市市場場でではは、、AADDAASS（（先先進進運運転転支支援援シシスステテムム））やや安安全全

技技術術のの開開発発競競争争がが激激化化すするる中中、、人人命命にに関関わわるる重重要要なな機機能能をを

担担うう各各種種セセンンササーーのの性性能能向向上上がが求求めめらられれてていいまますす。。特特にに水水分分

量量のの多多いい雪雪ははセセンンササーーにに着着雪雪ししややすすくく識識別別力力をを悪悪化化ささせせるるたた

めめ、、開開発発段段階階ににおおいいてて十十分分なな性性能能評評価価をを行行うう必必要要ががあありりまますす。。

従従来来、、自自動動車車関関連連メメーーカカーーはは降降雪雪地地域域にに出出向向きき、、数数かか月月かかけけ

てて屋屋外外ででのの試試験験をを行行っってていいままししたた。。本本ララボボににはは自自動動車車11台台がが

入入るるススペペーーススががあありり、、セセンンササーーななどどのの部部品品をを自自動動車車にに搭搭載載しし

たた状状態態でで評評価価試試験験をを行行ううここととががででききまますす。。ここれれにによよりり、、降降雪雪地地

域域にに移移動動すするるここととななくく屋屋内内でで計計画画的的にに試試験験ががでできき、、開開発発期期間間

をを短短縮縮すするるこことともも可可能能でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

試験項⽬ 仕様 

耐候試験 温度範囲︓ -40℃〜+80℃ 
湿度範囲︓ 10〜95%rh （at:+10〜80℃） 
許容発熱負荷︓ Max 50Kｗ （at:-5〜+65％） 

太陽光試験 太陽光⾊温度︓ 2200K（⼣⽅）、6500K（昼間） 
霧試験 視程距離︓ 15m以下 
気流試験 ⾵速︓0〜100km/h（吹出⼨法︓W1400×H300mm) 

   0〜50km/h（吹出⼨法︓W1400×H700mm) 
降雪試験 降雪量︓20mm/h 含⽔率︓10、25%（2段階） 
着雪試験 雪放出量︓ 最⼤30mm/h 
降⾬試験 ⾬量︓ 10〜200mm/h（3段階） 

地球上のさまざまな気象環境を再現する

全天候型試験ラボ

試験項⽬・仕様 

全天候型試験ラボ 全景 

降雪試験 気流試験 試験ラボ（幅 6m×奥⾏ 9m×⾼さ 3m） 

 

安安全全なな高高度度運運転転支支援援・・自自動動運運転転をを支支ええるるセセンンササーーのの耐耐気気象象環環境境試試験験事事例例  
  

自自動動運運転転をを支支ええるるカカメメララ、、ミミリリ波波レレーーダダーー、、LLiiDDAARRななどどののセセンンササ

ーー類類はは、、歩歩行行者者やや車車両両、、建建物物、、ガガーードドレレーールルななどどのの障障害害物物のの

検検出出ににリリアアルルタタイイムム認認識識すするる必必要要ががあありりまますす。。水水分分量量のの多多いい

雪雪ははセセンンササーーにに着着雪雪ししややすすくく識識別別力力をを悪悪化化ささせせたたりり、、霧霧のの中中

のの逆逆光光はは物物体体認認識識をを低低下下ささせせまますす。。ここののよよううななセセンンササーー評評価価

はは開開発発段段階階ににおおいいてて十十分分なな性性能能評評価価をを行行うう必必要要ががあありりまますす。。

本本ララボボににはは自自動動車車11台台がが入入るるススペペーーススががあありり、、セセンンササーーななどどのの

部部品品をを自自動動車車にに搭搭載載ししたた状状態態でで評評価価試試験験をを行行ううここととががででききまま

すす。。本本事事例例でではは、、セセンンササーー評評価価にに必必要要ととさされれるる霧霧、、逆逆光光、、着着

雪雪状状態態のの検検証証事事例例をを紹紹介介ししまますす。。  

  

  

  

全全天天候候型型試試験験ララボボでではは濃濃霧霧やや薄薄いい霧霧等等をを、、22mm単単位位でで制制御御可可能能でですす。。ままたた、、試試験験室室内内をを黒黒塗塗りりすするるここととでで霧霧

やや光光のの作作用用をを評評価価ししややすすくくししてていいまますす。。本本検検証証でではは、、試試験験ララボボ内内にに設設置置ししたた表表示示板板（（距距離離：：44mm、、66mm、、88mm））とと

視視程程距距離離ととのの関関係係をを検検証証ししたた結結果果をを紹紹介介ししまますす。。  

・・試試験験項項目目：：  霧霧試試験験  

・・視視程程距距離離：：  99mm、、77mm、、55mm  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

全天候型試験ラボ

⾃動運転を⽀えるセンサーのための検証事例

霧試験（視程距離の検証） 

全天候型試験ラボ 全景 

初期状態（霧無し） 視程距離︓9m 

視程距離︓7m 視程距離︓5m 

地球上のさまざまな気象環境を再現する

全天候型試験ラボ
全天候型試験ラボ

自動運転を支えるセンサーのための検証事例
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全全天天候候型型試試験験ララボボでではは、、霧霧がが発発生生状状態態ででのの西西日日やや薄薄暮暮、、照照度度のの変変化化、、逆逆光光ななどどにによよりりセセンンササーーのの性性能能評評価価

がが可可能能でですす。。そそここでで、、歩歩行行者者やや車車両両、、建建物物、、ガガーードドレレーールルななどどのの障障害害物物がが、、霧霧がが発発生生ししたた状状態態でで、、昼昼間間のの太太

陽陽光光、、夕夕日日のの太太陽陽光光がが照照射射さされれたた場場合合のの識識別別状状態態をを紹紹介介ししまますす。。  

・・試試験験項項目目：：  太太陽陽光光試試験験＋＋霧霧試試験験  

・・視視程程距距離離：：  99mm  

・・太太陽陽光光色色温温度度：：  22220000KK（（夕夕方方））、、66550000KK（（昼昼間間））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

水水分分量量のの多多いい雪雪はは、、フフロロンントトググリリルルややヘヘッッドドラライイトトななどどにに着着雪雪ししややすすくく、、そそここにに搭搭載載さされれてていいるるセセンンササーーがが物物体体

をを十十分分にに検検出出ででききなないいここととががあありりまますす。。そそここでで、、全全天天候候型型試試験験ララボボでではは、、雨雨⇒⇒みみぞぞれれ⇒⇒雪雪ななどど自自然然環環境境のの再再

現現がが可可能能でですす。。そそここでで、、フフロロンントトググリリルルへへのの着着雪雪状状態態をを、、人人工工的的なな降降雪雪試試験験とと、、実実際際のの自自然然環環境境をを模模擬擬ししたた

雨雨かかららみみぞぞれれ、、雪雪にに変変化化ししたた場場合合のの着着雪雪状状態態をを検検証証ししたたののでで紹紹介介ししまますす。。  

・・試試験験項項目目：：  着着雪雪試試験験  

・・着着雪雪条条件件：：  人人工工的的なな着着雪雪、、自自然然環環境境をを模模擬擬ししたた着着雪雪（（雨雨⇒⇒みみぞぞれれ⇒⇒雪雪））のの着着雪雪  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

着雪試験 

霧＋太陽光試験（逆光試験） 

初期状態（霧無し） 霧発⽣（視程︓9m） 

霧＋太陽光（6500K） 

霧＋太陽光（2200K） 

⼈⼯着雪（着雪は雪や⼿で簡単に除去可能） ⾃然環境模擬着雪（着雪が氷結し除去不能） 

 

  
LEAF No. KAI202205  LF18001 （記載内容は2022年5⽉現在のものです）

開発本部 開発プロジェクト  
  Tel:078-951-0972（神⼾・直） 
  Mail: info-awc@espec.co.jp 
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 雪の再現（着雪試験、降雪試験） 
水水分分量量のの多多いい雪雪ははセセンンササーーにに着着雪雪ししややすすくくセセンンササーーでで物物体体

をを十十分分にに検検出出ででききなないいここととががあありりまますす。。全全天天候候型型試試験験ララボボでで

はは水水分分量量のの異異ななるる２２種種類類のの着着雪雪試試験験をを再再現現ででききまますす。。  

ささららにに、、実実環環境境とと同同じじ気気温温ででのの降降雪雪試試験験のの評評価価ににもも最最適適でで

すす。。  

  

 霧の再現（霧試験） 
全全天天候候型型試試験験ララボボでではは濃濃霧霧やや薄薄いい霧霧等等をを制制御御可可能能ににななりり

まますす。。ままたた、、試試験験室室内内をを黒黒塗塗りりすするるここととでで霧霧やや光光のの作作用用をを

評評価価ししややすすくくししてていいまますす。。  

  

 太陽光の再現（太陽光試験） 
      西西日日やや薄薄暮暮、、照照度度のの変変化化、、逆逆光光ななどどにによよりりセセンンササーーのの性性能能

をを評評価価がが可可能能ににななりりまますす。。試試験験ララボボ内内にに設設置置ししたた光光源源にによよ

りり色色温温度度やや照照度度をを制制御御すするるととととももにに逆逆光光をを再再現現ででききまますす。。ささ

ららにに、、試試験験室室内内をを黒黒塗塗りりすするるここととでで霧霧やや光光のの作作用用をを評評価価しし

ややすすくくししてていいまますす。。  

  

 動的気象環境の再現 
降降雪雪やや降降雨雨、、霧霧とといいっったた気気象象環環境境にに温温度度やや光光をを加加ええたた複複

合合的的なな気気象象環環境境やや、、みみぞぞれれかからら雪雪へへのの変変化化、、雨雨かからら霧霧へへ

のの変変化化ななどど実実際際のの気気象象環環境境をを創創りり出出すすここととががででききまますす。。  

  

      ※※動動的的気気象象環環境境（（DDyynnaammiicc  EEnnvviirroonnmmeennttss））  刻刻々々とと変変化化すするる気気象象環環境境ののこことと  

  

  

「「全全天天候候型型試試験験ララボボ」」ををおお客客ささままにに実実際際ににごご要要望望にに応応じじたた  

最最適適なな装装置置をを提提案案すするるととととももにに、、弊弊社社神神戸戸RR&&DDセセンンタターーににてて  

本本ララボボをを活活用用ししたた受受託託試試験験ササーービビススややデデモモ試試験験をを提提供供ししてて  

おおりりまますす。。ささららにに、、新新たたなな先先端端技技術術分分野野のの課課題題解解決決ののたためめにに、、  

試試験験方方法法のの開開発発ななどど、、おお客客ささままははももととよよりり産産官官学学連連携携ななどど  

オオーーププンンイイノノベベーーシショョンンをを推推進進ししてておおりりまますす。。  

  

■■「「全全天天候候型型試試験験ララボボ」」のの所所在在地地  

兵兵庫庫県県神神戸戸市市北北区区鹿鹿のの子子台台南南町町55--22--55  

神神戸戸RR&&DDセセンンタターー敷敷地地内内  

受託試験、デモ試験、オープンイノベーション 

着雪試験の様⼦ 

特⻑ 

霧試験の様⼦ 

太陽光試験の様⼦ 

神⼾ R&D センター（神⼾市北区） 


